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1. はじめに 
 
千葉県警から出された、平成19年の子どもの関係する交通事故
の発生状況を見ると、発生状況としては近年減少傾向にある（平成
19年2,041 件、前年は2,116 件）ものの（表１）、その内訳を見
ると、中学生の事故発生件数だけは増加傾向にある（平成19年686
件、前年654件、増加率4.9％）（表２）。また、その原因につい
ては、小中学生ともに「飛び出し」や「二人乗り」の事故が多く、
実際の交通場面における子どもの安全意識や安全確認の実践の不
十分さをうかがい知ることができる（表３）。２
表１ 子どもの関する交通事故発生状況
 表２ 内訳
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　現在の学校現場では安全指導が単発的になりがちであり、日常的に継続して安全教育がされることが少ないため、児
童生徒の安全意識が持続されにくく、日々の生活の中で安全教育が生かされづらい状況にある。そこで、既存のインタ
ーネットコンテンツや新たに制作したオリジナルコンピュータ教材を用いて、生徒が自ら様々な交通場面における危険
を予測する、シミュレーション的要素を重視した授業を行った。ストーリー性のあるゲームのようなオリジナル教材を
開発し、かつ生徒の実際の通学路という身近な交通場面を想定したことで、生徒の主体的な学習活動を促し、安全意識
についてもよい変化を見ることができた。また、知識としての理解が、具体的場面での自主的実践につながることを期
待できる反応を得ることができた。活用の手軽さについても評価を得ることができ、このコンピュータ教材を利用して
安全教育の機会が増えることが期待できる。
さらに、過去10 年間の警察庁の自転車関連事故の全国データを
見ると、発生件数としては平成17 年以降徐々に減少してきてはい
るが（平成17年183,653件、18年174,262件、19年171,018件）、
交通事故全体に占める自転車関連事故の割合は増えてきている（平
成９年18.1％、平成15年19.2％、平成19年20.5％）(表４)。３
そのような状況の中、研究当時の勤務校でも全体の７割の生徒が
自転車通学をしている。毎月１日はＰＴＡ活動として、また春と秋
の全国交通安全運動週間にあわせた時期は教職員が中心に交差点
等での定点指導をしたり、１年生を対象に交通安全協会及び地元警
察署と連携した交通安全教室を行ったりしているが、そういった安
全指導は単発的になりがちであり、日常的に継続して安全教育がさ
れることが少ないということが学校現場の課題としてあるのでは
ないかと考えている。 
 また、先行の研究４を見ると、外部機関との連携、地域との連携、
危険箇所マップ作り、自己責任や補償に関すること、応急手当など
といった研究が多く、それぞれの研究が大変有意義で有効な内容で
ある。ただ一方では、短時間で、手軽に、継続的に実施できるとい
う性質を持つ方法が示されているものはほとんど無い。
そこで、その性質上手軽に使え、準備に必要な時間が比較的少な
く済みながらも多くの専門的な情報を得ることができる利点を持
つ、インターネットコンテンツの活用を考えた。インターネットコ
ンテンツはコンピュータゲーム世代の子ども達にとって、興味や関
心を惹きやすいツールでもある。さらに、子ども達が取り組みたい
と思ったときに、家庭でもパーソナルに日常的に利用できる利点も
ある。これを活用して安全教育ができれば、日常的な安全教育とし
て取り組みやすくなる。また、生徒にとっては安全について学ぶ機
会が増えることになり、その知識が増えていくことになれば、子ど
も達はこれまで以上に安全意識を高くもって生活していけるよう
になると考える。さらに、内容も実際の通学路を見ながら、生徒自
身が危険を予測するシミュレーション的なものにすることで、より
日常生活の中での実践に生かせることが期待できる。
文部科学省スポーツ・青少年局からも、都道府県教育委員会の調
査結果をふまえて、中学校での交通安全教育の課題として、「特に
交通安全指導は具体的な交通場面に即して指導すること」「地域、
生徒の実態を把握すること」「継続的研究と指導をすること」など
のことが挙げられており、「具体的な交通場面の利用」「地域の実
態に即して」「継続的指導」という点で、本研究は本校のみでなく、
他の学校においても有効であると考えられる。５ 
 
2. 事前アンケート 
 
2.1.  アンケートの目的 
 現在の単発的な安全教育がなされている状況下で、児童・生徒は
どの程度安全意識を持って生活しているのか、先生方自身もどのく
らい安全教育に対する意識を持って指導しているのかを調査する。
この結果から、現状の安全教育に何を補えばより効果的な教育に結
びつくのかを探り出し、コンピュータ教材を使った授業づくりのヒ
ントを得る。さらに、本研究で行う授業の事前事後の意識の比較を
し、後に成果と課題を明らかにするため、事前にアンケート調査を
行った。 
 
2.2.   アンケートの内容 
八日市場第二中学校職員、第二中学校区内小学校職員を対象に、
勤務校の児童（生徒）の安全に対する意識、交通マナーの実態、学
級の時間で行う交通安全教育の必要性、実施の際に障害となってい
ること、自身の生徒の交通事故体験についての調査を行った。また、
第二中学校全生徒、中学校区内小学校５・６年生児童を対象として、
交通ルールやマナーの遵守意識、自身や友達の事故経験、自転車乗
車中に危ないと感じることについて調査を行い、さらに第二中学校
保護者を対象として、第二中学校の生徒の安全に対する意識をどう
感じるかや、登下校時の生徒の様子で気になることについて調査を
行った。
 
2.3. アンケートの結果と考察        
表４ 自転車関連事故（実数・指数・構成率）の推移
（平成９～１９年）
表３ 状態別・原因別発生状況
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小・中学生ともに、約半数の生徒が自分自身は交通安全について
普段から気にしていると回答していながらも、交通マナーはよいと
思うかという質問では、「はい」と回答した生徒は約３０％にとど
まっている事が興味深い（図１）。
 
 また、この児童生徒の回答に対し、教員の方は自校の生徒の安全 
意識について「高い」としたのは０％であり、交通マナーについて
も「よい」という回答は１％に満たなかった（図２）。
保護者の回答では、意識が「高い」という回答は約４％、マナー
が「よい」という回答は約２％であった。小学校教員約20％、中
学校教員約80％、保護者約25％が、意識が「低い」、マナーが「悪
い」と回答しており、生徒の意識と教員や保護者の意識との間にギ
ャップがあることがうかがえる。                   
 また、教員を対象に行ったアンケートでは、学級単位での交通安
全指導が必要であると感じてはいながらも（約 90％が「必要だと
思う」「どちらかと言えば必要だと思う」と回答）（図３）、実際
に指導を行ったという教員は 57.9％と半数よりやや多い程度であ
る（図４）。
 
             
学級での交通安全指導を行おうとする際に考えられる障害とし
ては、約60％が「準備をする時間が確保できない」ことを挙げて
おり、ついで「指導する十分な時間がとれない」、「具体的に何を
したらよいか分からない」という回答が多かった（図５）。
なかには、「効果的で必要な教材がない」「一時間集中させて交
通安全の話ではもたない子が多い。生徒の意識を持続させられる資
料があればと思う」という意見もあり、新たな教材作りの参考とし
た。さらに、児童生徒が実際に自転車走行中に危ないと思うことに
ついての回答では、「二人乗り」や「信号無視」といったいわゆる
一般的なものの他に、「斜め横断」「駐車場付近」「障害物などで
やむを得ず車の通りの多い車道を走らなければならないとき」「狭
い路地を通るとき」を挙げる生徒が多くいたことが興味深い（表
５）。
表５  自転車に乗っていて、危ないと感じるときはどんなときですか
（抜粋）
○信号無視 ○両手放し ○飛び出し  ○二人乗り  ○並進
○右側通行 ○スピードの出し過ぎ    ○前方不注意
○狭い路地を通るとき ○横断歩道を渡るときに車が曲がってくるとき
○急な坂を自転車で下りるとき  ○駐車場付近を通るとき 
○後ろからトラックや大型車が来たとき
○自転車で通る道に草が茂ってはみ出していて，道が狭くて車道を走ら
ないといけないとき 
○横断歩道ではないところを斜めに渡るとき
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これらの場面については、警視庁や道府県警察が制作したコンテ
ンツ６の中には挙げられておらず、これを教材に生かすことで、よ
り児童生徒の実態に即したものができる。
 
３. コンテンツ（教材）の開発 
 
3.1. 既存のコンテンツの検討 
生活安全（防犯）に関するコンテンツは多種多様なものが既に数
多くあるが、交通安全に関するものは意外に少ない。また、ロール
プレイのようなストーリー性をもっているものもない（表６）。
それでも、警視庁ホームページ「危険予測トレーニング」「学ぼ
う交通ルール＆マナー」８は比較的内容がよくまとまっていると思
われる。そこで、授業としてはこれを活用していくことが適当と考
えた。ただし、警視庁のコンテンツの特徴として①危険を予測させ
る交通場面が自転車走行中については２つのパターンしか示され
ていない②安全な走行の仕方として６つの交通場面において音声
による解説と図示がされ、丁寧に説明されているが、それでは自分
で危険を予測する効果については半減してしまう。したがって、活
用するとすればその活用の仕方に配慮しつつ、生徒に知識として教
える場面での活用になる。また、この他に危険予測をする場面を増
やし、よりシミュレーション的性質の高い教材を新たに作成し、知
識を実践に結びつける架け橋としてさらに１時間分の授業を組む
必要がある。
3.2. 研究の目的 
 既存のインターネットコンテンツには、生徒に知識を与えるため
の教材として活用できるものはある。しかし、生徒がその知識を、
実際の交通場面でより生かせるようにと考えた場合、知識と実践を
結びつけるためのステップとなる教材を用意することが必要であ
る。そこで、知識を得るための授業を１時間、実践に結びつけるた
めの授業を１時間の、計２時間展開の授業をモデル授業として構築
する。また、２時限目に利用する教材については、実践に結びつけ
るためのシミュレーション的要素と、授業後も日常的に手軽に活用
できるという要素を共通して持つ、新たなオリジナルの教材を制作
する。これにより、生徒の主体的な学習活動を促し、知識としての
理解を実践に結びつける。さらに、教師の日常的な教材活用と、そ
れによる生徒の安全意識維持の効果をねらう。 
 
3.3. オリジナルコンテンツ（教材）の開発 
 新たに制作するオリジナルの教材には、知識を得る学習としての
１時限目と日常の実践とを結びつける教材として、効果を期待でき
るものであることが求められる。したがって、その効果を高めるた
めには、「危険を予測する場面が豊富でシミュレーション的性質が
高いこと」「生徒に身近な実際の通学路をシミュレーションする交
通場面として使用すること」が必要であると考える。また、交通安
全に関する指導はこの授業の時間で終わってしまうのではなく、そ
れ以降も継続的に行われることが望まれる。それには、教師の意識
の中に現状としてある、準備の時間の負担や実施の時間の制約を解
消し、さらに、生徒の関心・意欲を高め、この授業以降も教師の特
別な支援がなくとも生徒が自ら取り組んでみたいと思うような教
材でなくてはならない。そこで、「ストーリー性のあるゲーム的要
素をもっていること」を特徴としてもたせた。具体的には図６のよ
うなかたちである。①スタート画面②「家から学校まで、Ａ～Ｇの
地点をなるべくたくさん通っていこう。③「Ａ：止まっている車を
追い越すとき、どんな危険が考えられるかな？」（ヒントの語群か
ら語を選び、下の回答欄の括弧内にドラッグ＆ドロップする。）④
回答欄を埋め、すすむボタンを押す。⑤正解であれば点数が表示さ
れる。（不正解では④のまま進まない。）⑥正しい（安全な）通行
の仕方のビデオ映像が流れる。（10～15 秒程度のもの）⑦次に進
む方向を選ぶ。各場面、以上の繰り返しにより学校まで行く。⑧ゴ
ールでは自分の合計点数が表示され、評価が示される。
表６ 既存コンテンツ分類表７ 
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また、各地点のシミュレーション場面は、次の通りである。Ａ：
止まっている車を追い越す場面、Ｂ：道路の左側から右側に渡ろう
とする場面、Ｃ：交差点を進む場面、Ｄ：自転車に乗車しようとす
る場面、Ｅ：狭い路地から広い道路へ出る場面、Ｆ：駐車場付近を
通る場面、Ｇ：障害物などでやむを得ず大きな道路にはみ出して走
行しなければならない場面。特にＢ、Ｄ、Ｆ、Ｇの場面は、生徒か
らの事前アンケートでの回答を生かした、より地域の実態に即した
交通場面となっている。９
 
4. モデル授業 
 
4.1. １時限目 
 １時限目の授業においては、既成の警視庁コンテンツを使用する
にあたり、特に生徒の危険予測経験を重視する立場から、まず音声
を流さずに提示する。それぞれの交通場面での特徴的な危険性をよ
り理解するための手だてとしては、模型を使った「内輪差」につい
ての説明や、必要に応じて自動車の運転手側からの視点を交えての
説明をする。そして、展開を構成するにあたっては、限られた時間
を有効に使い、より多くの場面の危険予測ができるようにという考
えから、発表には少しでも発表時間が短縮できるよう、フリップを
使う。また、班単位で考えたことを学級全体で共有することも意識
し、授業展開を構成した（図７）。
 
 
4.2. ２時限目 
 ２時限目の授業は、オリジナルの教材を使い、地域の具体的な交
通場面を見ながらシミュレーションを行う。１時限目で得た知識を
日常の実践へつなげるための授業である。この授業を構成するにあ
たっては、新しく作成したオリジナル教材も、決してそれだけで十
分であるというものではないということを意識した。教材制作の際
にはアンケートや実際の事故の状況などを考慮し、なるべく多様な
ものを盛り込みたいと検討を行ったが、教材の中に盛り込むことの
できる交通場面はあくまで一つの「パターン」であり、生徒が登下
校の際に直面する様々な交通場面の中のいくつかの場所でしかな
い。したがってそれを補うために、生徒自身がこれと似たような場
所を自分の生活の中から探す活動を取り入れる。そして、その情報
をクラス全体で共有する。また、生徒から挙げられた場所も含め、
本校学区内で実際に事故の多い場所の写真をいくつか提示する。そ
してこの説明をする際には、事故の状況や負傷の程度といった細か
な情報も示すことで、より身近で現実的なことがらとして生徒が理
解できるよう配慮する。 
 この２時間の授業の位置づけとしては、授業自体が交通安全指導
であることは言うまでもないが、同時に、この後の日常的な交通指
導のきっかけでもある。
 
5. 授業の分析と考察 
 
 授業後のアンケートを見ると、「今回の授業は役に立ちましたか」
という問いに対し、33名中30名の生徒が役に立ったと回答し、残
り３名も「少し役に立った」とプラスの回答をしている（図８）。
「今回の授業がどんなふうに役に立ったか」という問いに対して
は、「『こんな事故もあるんだな』と考えさせられた。印象に残る
授業だった。」「『乗り慣れているからわかっているよ』と高をく
くっていたけれど、改めて学んだことも多かった。」などの回答が
あった。この回答から、生徒が自己の安全に関する知識の不足と認
識の甘さに気づくことができたことが分かる。「内輪差」を今回の
授業で始めて知ったという生徒もいた。これらに類する回答は、「授
業の感想」として設けた自由記述欄にも多く見られた。自分の相手
側となる車などから見るとどう見えるのかという説明に対し、驚き
や発見のあった生徒もいた。また、「コンピュータのアニメーショ
ンを使って事故の様子が見られたので、わかりやすく、飽きずに集
中できた。」「今回、授業で使用したサイトを、個人としても使用
してみたいと思った。」などのことも挙げられている（表７）。
－49－
授業実践開発研究 第 3巻 2010 年 3月 
実際、「危険な走行」や「安全な走行」をアニメーションで見る
場面では「おおっ！」「あー！」というような声が教室内でわき上
がっていた。これに関してはコンピュータ教材（インターネットコ
ンテンツ）を使用した効果であると考えている。授業を参観した教
師からは、インターネットコンテンツを利用することで生徒の関心
を惹きやすい上に、内容も充実し、授業として手軽に活用できそう
だという意見をいただくことができた。 
新たに制作したコンピュータ教材については、「よかった」と回
答した生徒が33名中28名であった。残りの５名の内４名も「少し
よかった」とプラスの回答をしているが、１名のみ「よくなかった」
としている（図９）。
その理由としては「もうちょっとコースの数を増やしたり、問題
を難しくしたり、回答のパターンをさらに工夫したりするとよい。」
というものだった。「よかった」とした理由には、「ゲーム形式だ
からなじみやすくわかりやすい。夢中になれる。」「点数が出ると
ころがおもしろかった。」「自分で見ているだけではなく、実際に
パソコンを操作して勉強できたのが楽しかった。」などの回答が多
かった。コンピュータ教材に着目し、制作をした効果であると考え
ている。また、「映像が匝瑳市（身近な場所）だったから、どう気
をつければよいか具体的に分かった。」という趣旨のものも多かっ
た。知識を実践に結びつけるには、身近な交通場面でのシミュレー
ションが重要と考え、制作した意図に沿う回答であると考える。
「様々なパターンを考えるのが楽しい。」という回答もあった。多
くの生徒が意欲的にシミュレーション学習ができたのではないか
と考える。授業中の様子を見ても、操作説明後の「自分でやってみ
たいかい？」という問いかけに、多くの生徒が「やってみたい！」
と反応し、実際に夢中になって教材に取り組んでいる姿が見られ
た。 
 ２時限目の授業の感想欄には「自分たちで身の回りで危ないとこ
ろを考えてみたら、すごくたくさん出てきて、気をつけなければい
けない場所が具体的にわかった」というものがあった。きっとこの
生徒は知識が実践に結びつくことと期待できる。また、「みんなの
発表を聞いて、○○のところや、△△のところは本当に危険な場所
なんだなと思った」と書いている生徒も何名かいた。知識が一般的
なところにとどまらず具体的な場所と結びついて理解されている
ことが分かる（表８）。 
 「今回の授業を通して、交通安全に関する意識によい変化はあり
ましたか」という問いに対しては、「変化があった」が 51.5％、
表８ 「学校へ行こう！」はどんなところがよかったですか
（2時限目感想含む）（抜粋）
表７ どんなところが役に立ちました（よかったです）か。
（1時限目感想含む）（抜粋）
○自分では思いもしなかったことが起こりうることが分かった。 
○今までの自分の交通ルールを見直すよい機会になった。 
○いつも通っている道は安全か考え直した。 
○「内輪差」をはじめって知った。 
○「こんな事故もあるんだな」と考えさせられた。印象に残る授業だった。
○コンピュータを使い，映像で事故の様子が見られたので，とてもわかり
やすく，飽きなかった。 
○アニメーションがわかりやすかった。 
○大きな紙とボードを使って班のみんなで協力してやったこともとても
よかった。 
○自分では考えつかない事故もあったので，気をつけたいと思った。 
○クラスのみんなとの話し合いの場面で，いろいろな意見が聞けたのもよ
かった。 
○次の授業も楽しみ。 
○交通安全のためには，相手の目線で考えなければいけないことも分かっ
た。 
○上空から見たような画面だと，危険なことがよく見えるのだなと思っ
た。 
○はじめは交通安全に気をつけているつもりで授業を受けていたが，自分
がいつもしてしまっているようなことが事故につながっているパター
ンが多く，びっくりした。 
○授業で使ったサイトを，自分でも見てみたいと思った。
○ゲーム形式だからなじみやすくわかりやすい。夢中になれる。 
○自分で実際にパソコンを操作して，空いている括弧にキーワードを埋め
ていきながら勉強できて楽しかった。 
○正解した後に出る映像も実演だったので，リアルだった。 
○自分たちの帰り道などの身近な場面が取りあげてあったので，具体的に
よくわかった。 
○いろいろな場所でシミュレーションできたことがよかった。 
○交通安全について，楽しく学べるところがよかった。印象にも残る。 
○自分の住んでいる地区がどんなに危ないのかがよく分かった。 
○自分のよく通っている道は本当は思っているより危ないことがよく分か
った。 
○本物の画像がよかった。 
○正解すると点数が出るところがおもしろかった。 
○もうちょっとコースの数を増やしたり，問題を難しくしたり，回答のパ
ターンをさらに工夫したりするとよ い。 
○前回の授業もそうだったが，コンピュータを使った授業は新鮮でよかっ
た。 
○みんなの班の発表を聞いて○○（具体的な場所）は本当に危険な場所だ
と改めて確認できた。 
○自分たちで地域の危ないところを考えてみたら，すごくたくさん出てき
た。気をつけなければいけないところが具体的に分かった。すごくため
になった。 
○これからは，学んだことを生かして交通安全に気をつけていきたい。
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「少し変化があった」が 48.5％と、意識に多少の個人差があるに
せよ、全ての生徒がプラスの変化を感じていることが分かる（図
10）。 
「今回の授業を受けて、今後は今までよりも安全を意識して登下
校できると思いますか」という問いに対して、「そう思う」と回答
した生徒は33名中24名、残りの９名の生徒もみな「少しそう思う」
と前向きな回答をしている（図11）。
 また、33名中29名の生徒が授業後の感想の中に、「これからは、
交通安全に気をつけて生活したい」という趣旨の具体的な記述をし
ている。授業の後には生徒の意識が向上する。それを改めて確認で
きたと同時に、やはり交通安全指導の頻度を上げることによって少
しでも意欲の下がる時期を短くし、意識の高い状態を保っていくこ
とが重要であると感じた。そのために今回の教材が活用されること
を期待している。 
 「もしこの教材が家でも見られたら、もう一度自分でやってみよ
うと思うか」という問いに対しては、33名の内「そう思う」11名、
「少しそう思う」17 名、「あまりそう思わない」２名、「そう思
わない」３名と、28 名の生徒はプラスの評価をしているが、他の
質問に比べ回答にばらつきが見られた（図12）。
生徒の指摘にもあったように、交通場面の数が７つであり、また、
ヒントから正解を導きやすいため、「正解を出す」という観点から
考えると簡単であり、授業の時間内でやれば十分であると感じた生
徒もいたようである。 
参観した教師からのこの教材への評価としては、「生徒が身近な
地域の写真映像を見ながら取り組めるので、とてもイメージを持ち
やすいよい教材になったと思う」「何度もやっていくことにより意
識化を図ることができる」「ぜひ、本校の各学級で安全学習の時間
として活用できるとよい」という意見をいただくことができた。
 
6. おわりに（成果・課題） 
 
6.1. 成果 
インターネットコンテンツを活用し、その利点を生かした授業を
行うことで、生徒の学習意欲を刺激することができ、生徒の関心を
惹き付け、生徒の安全に対する意識についてもよい変化を見ること
ができた。また、教師としての教材活用の手軽さについても、評価
を得ることができた。さらに、ストーリー性があり、かつ身近な交
通場面を想定場面とした、危険予測シミュレーション的コンピュー
タ教材を開発し、活用したことで、生徒の主体的な学習活動を促す
ことができた。また、知識としての理解が、具体的な場面での自主
的実践につながることを期待できる反応を得ることができた。 
 
6.2. 課題 
新しい教材の制作意図は、教材を手軽に活用できるようにし、安
全教育の機会を増やせるようにとの考えからである。したがって、
多くの先生方に教材を知っていただき、繰り返し活用していただけ
るようにすることが今後の課題である。（ネット上での公開も、そ
の一つの方法である。）また、オリジナル教材の内容としては、コ
ンピュータゲームに慣れた現代の子ども達にも十分にその良さが
伝わり、生徒の意思で日常的な活用ができるように、交通場面を増
やしたり、難易度に変化をつけたり、生徒と一緒に教材を作ったり
というような工夫を続ける必要がある。 
 
１本研究は、千葉大学教育学部委託研究生当時のものである。
当時の所属は、千葉県匝瑳市立八日市場第二中学校である。
２千葉県県警本部 「交通白書」 平成15年版～平成19年版 
３警察庁交通局 「平成19年中の交通事故の発生状況」2008年
４神奈川県南足柄市立足柄台中学校
「特別活動時における通学路マップづくり」2007年
 埼玉県小鹿野町立三田川中学校
「地域と連携した交通安全教育の推進」2007年
 奈良県田原町立田原本中学校
「中学校の学級活動における交通安全の取組」2007年
 兵庫県香美町立射添中学校
「生命の尊さを育み、安全意識とそのための主体的な行動がと
れる生徒を育成する」2007年  など
５日本交通安全教育普及協会作成 文部科学省スポーツ・青少年局 
「中学校における交通安全教育実践事例集」平成20年２月  
６表６を参照
７警視庁 「危険予測トレーニング」
www.keisicho.metro.tokyo.jp/kotu/yosoku/yosoku.htm
「泥棒を捕まえろ！」 
www.keisicho.metro.tokyo.jp/kouhousi/no3/doro/doro.html 
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「ドキドキまあちゃんゲーム」
www.keisicho.metro.tokyo.jp/seian/dokidoki/index.htm 
北海道警察  www.police.pref.hokkaido.jp/kids/quiz_top.html 
 千葉県警察
www.police.pref.chiba.jp/publicity/kidscorner/quiz/qa03/q3.1.html 
 神奈川県警察  www.police.pref.kanagawa.jp/mes/mesd5001.html 
 静岡県警察  www.police.pref.sizuoka.jp/anzen/top.htm 
京都府警察 「京太くんあぶない －１１０番のしくみ－」
www.pref.kyoto.jp/fukei/kodomo/nazenani/tusi/110.htm 
   「健太くんのおでかけ －こんなことに気をつけよう－」
www.pref.kyoto/fukei/anzen/seiki_t/kenta/index.html 
大阪府警察
www.pref.osaka.jp/05bouhan/anzen/taisaku/quiz/index.html 
 岡山県警察  www.pref.okayama.jp/kenkei/kids/quiz.html 
 トヨタ自動車 
www.toyota.co.jp/jp/safety_activities/action/presentation/kukku/ehon.html 
警察庁＠police    www.npa.go.jp/cyberpolice/kids/index.html 
８警視庁 「学ぼう交通ルール＆マナー」  
  www. keishicho.metro.tokyo.jp/kotu/game/index.html
９論文末資料参照
【資料】オリジナル教材 各シミュレーション場面
Ａ：止まっている車を追い越す場面
  （論文中図６参照）
Ｂ：道路の左側から右側に渡ろうとする場面
Ｃ：交差点を進む場面
Ｄ：自転車に乗車しようとする場面
Ｅ：狭い路地から広い道路へ出る場面
Ｆ：駐車場付近を通る場面
Ｇ：障害物などでやむを得ず大きな道路にはみ出して走行しなけれ
ばならない場面
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